
および説i査に関する機能。

しかし側々の述輸I阪表の有する H霊能については帳表の極類お

よび設定目的により ， 前記のうち l つに止まるものもあれば 2

つ以上を併有するものもあって， 必ずしも一定しているもので

fHよし、。

3 迎車市中長表の極ffl

近年客貨の連送態燃がìlr雑化するにつれ五I!輸峨表の極類もキ1 1

当多数に上っ ているが，現在国鉄で使用しているおもなものは

つぎの とおりである。

( 1) 旅客関係

乗車券類 ・ 乗車券簿 ・ 旅客 11:月報 . 'líli充券 IYJ制月報 ・ 旅客不

足Jl日報 ・ 車掌扱旅客貨引継器 ・車掌扱旅客í'l 日報 ・ 1号本し 日報 ・

旅客1.'(訂正通知書 ・ 旅客氏訂正命令書等

(2) 荷物関係

手荷物切符 ・ 小荷物切符 ・ 新聞紙託送19 ・ 雑誌;託送ilt . 託送

{吏差立!!lil袋引渡託 ・ 同領収証・荷物指図切符 ・ 一時預り 切符 ・

同整理簿 ・荷物収入日報 ・ 荷物配途数量制m等

(3) 貨物関係

貨物迎送状 ・ 貨物通知出 ・ 貨物指図通告m・専用線料金月報・

五1! 1主測りもどし貨物数量調書 ・ 貨物収入日報 ・ 宅扱貨物配達数

量調白 ・ 接続駅経由車両旬報等

(4) 共通関係

務料金切符 ・ 領収証 ・ 貨物引換証・ 船荷証券 ・ f去払荷物賃金

制出 ・ 引換代金支払日報 ・ 引換代金支払fl?留簿 ・ 代金引換荷物

到清張理事事 ・ 荷物í'l訂正通知告 ・ 荷物質訂正命令部 ・ 更正依頼

告等

現在使用している運輸I綴表の種類は前記のように相当多数に

上ってお り，その中でも と く に重要なものについては別に項を

設けて解説してあるが， その他のものについてその一部をつぎ

に解説する。

l 来事券簿

駅てe衆車券類の繰越 ・ 受入 ・ および毎日の発売数:@:Jlli民 ・ 料

金等を鉄道管理局に報告するため作成する級表であって ， 第 1

号表と第 2 号表とがある。第 l 号表はその駅の 1 箇月間の上記

事項を記入し， 第 2 号表は i耳目の乗車券類発先数量 ・ 五I!賃 ・ 料

金等を記入するものであって，いずれも ， 1 [1・ 乙 ・ 丙 3 片制炭

酸紙式とな っ ている。

2 旅客貨月報

lf&i月間に取扱 ったìill絡巡輸にかかる常日ii 'llVI工券の受入れ ・

発売数量および巡11:料金ならひ.に同干íIì充乗車券の発売数量およ

び辺氏料金等を鉄道管lill局に報告するための版表で，甲・乙 ・

丙 3 片制炭酸紙式とな っており ， 処理方は乗車券簿同様である。

なお乗車券符第 l 号表は運賃料金の収入制定の資料のほか， 来

事人民・人キロ ・ 収入等巡愉統計作成の資料に，また旅客1主月

報は述絡巡輸に係る運賃料金に対する I主，1(，系運輸後|刻聞の配分泊

J):の資料に供される。昭和 32 ・ 8 ・ 1 から連絡乗車券簿と改称。

3 補充券明細月報

駅における毎日の補充乗車券の発売数企および運賃料金の IYJ

細を日ごとに記入し 1 箇月分を取まとめて鉄道管理局に報告

するため作成する桜表で‘あって，乗車券簿およひ旅客賃月報の

内訳般的性質を有するものである。常日H梁111券は着駅その他運

送条例が限定されているから，その出納および.illi賃料金の計J):

整理は乗車券簿の着駅， 残存初番号，発売数記:を中心と して容

易にできるが，祁i充乗車券は発売のつど運送条件を表示する関

係上， 1 自 分を取りまとめて計上する乗車券簿だけではその計

算整理!が困難であるので，内容の 1!J1細を記録するためこの月報

うんゆちょう

が設定されている。

4 車掌扱旅客貨引継書

111掌が自己の梁務中に取倣った収入金ならびに11ï内有Ii充券 -

111内急行券 ・ 111 1勾特別 2 当事事券および111内来換券等の証裂を所

属車掌:区 または 長1 ífOJllï営業所に引継のため作成する憾表である。

本舎は車掌:の所属区所長に対する収入桜告書ならびに区所長

との附における，*Jlï !t.M'Ji受授の百Eおよび引金引継舎の性質を併

有し，第 lfilì一般!日と第 2 極車内乗車券第 5 鑑(特殊片道 iζi 動

車線用)用との 2 組員百がある。

5 車掌扱旅客貨日報

111掌区または自動11I1!/;業所において当 日所M111掌から引継を

受けた旅客辺氏 ・ 料金を鉄道管理局に報告するため作成する!被

表である。この 日報はヰI;!(~扱収入に対する総括報告\!J として ，

その総括審査の資料に供されるに過ぎず，側々の述賃料金の収

入の調定はこの日報に添付する関係収入詰E~J'l: JJiおよび事鋭敏旅

客賃引継主主等によって行われる。

6 旅客収入日報

駅， 11土挙区等で当日取扱った旅客収入および来事人員等の総

青i を鉄道管理局に報告するため作成する版表であってJ tU札 ・

改札および111掌扱の収入ならびに来事人員等の総括報告訟であ

る。

旅客関係の収入に対しては乗車券簿・旅客賃月報 ・ 補充券 IYJ

細月報 ・ 旅客不足l:'i: 日報 ・ 証緊引後払いもどし日報 ・ 車掌扱旅

客貨日報および|某i係詰EYJI~類によって総括採査または調定される。

したがってこの日報は，取扱収入の 日次決nならびに五I!輸状況

速報(ウホ)の資料として設定されたもので，これらの報告帳表

(出札関係は乗車券務)にもとづき，その合計 官請を E伝記した総括

報告岐表である。

7 旅客貨訂正通知書

既報告の旅客五I!賃料金に奨励を生ずること を!!R . 111掌区等現

場で発見した協合に，その訂正処理のため発行する綬表である 。

旅客運送関係における巡賃料金の追徴または払い もどしは，

いわゆる変員IJ乗車の耳互依によるものが大部分で， この場合l京 ftlJ

として追徴は車内干íIì充券 ・ 特殊補充券または旅客不足í'l 日報に

より，また払L、もどしは当該乗車券類と引換により処理するこ

とになっている。したがって本書が使用されるのは，報告中島表

の金古賀相違を訂正する場合がおもであ っ て，原報告の訂正を伴

なわない追徴処邸周として使用することはな く ， また原報告の

訂正を伴なわなしゅμ、もどし処理j刊 として使用するのは特殊の

場合に過ぎない。

木告の機式は 1'[1 ・ 乙の 2 片制赤色刷で， 甲片は発行処理のつ

ど所管審査謀に提出し乙片は保存する。

8 旅客貨訂正命令書

収入の審査調定織闘において旅客賃月報 ・補充券l別調11月報 ・

旅客不足賃日報 ・ 111象扱旅客賃日報 ・ 言H\長引j央払いもどし日報

等の誤計上による金書買相違または補充乗車券類に対する運賃 ・

料金の遼~，もし く は言正誤引換払いもどしの金級相違を発見し

たとき，および鉄道管政局長の特別承認によって巡í'l ' 料金の

払いもどしを必裂とするとき等の場合に，鉄道管lill局会計長が

発行する帳表であって， 巡賃料金の訂正命令に|刻する証拠密葬i

である。 すなわち収入の審査調定機関である所管若手査課で，以

区所から提出の報告級表綴を審査 した給米，金古買に相違あるも

のに対し会計長名義をもって発行し，正当金微 ・ 訂正要旨等を

記入して処波駅区所長に送付する訂正般表である。

本誌の様式は rp ・ 乙 ・丙の 3 片制で，取扱方はほぼ旅客氏訂

正通知If!îと同様であるが， "[1片お よび乙片(後払扱の ものは乙
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